
 

     2026 年 4 月 27 日 

株式会社ジモティー 

【ジモティー×ひとまいる】横浜市内「なんでも酒やカクヤス」の 2 店舗で不

要品回収を実証 

～酒類デリバリーの物流網とリユース拠点を融合させた、ごみ減量への新たなアプローチ～ 

 

 
株式会社ジモティー（以下「ジモティー」）と株式会社ひとまいる（以下「ひとまいる」）の子会社であ

る株式会社カクヤス（以下「カクヤス」）は、酒類の販売およびデリバリーを行う「なんでも酒やカクヤ

ス」の横浜市内 2 店舗に、家庭の不要品を無償で持ち込める回収スポット「ジモティースポットミニ」を

2026 年4 月 28 日より設置します。 

 ジモティーは、横浜市との官民連携により、市内に 2 カ所の「ジモティースポット」を展開し、市民の

リユース拠点として不要品の回収・再流通を推進してきました。今回の取り組みにより、これらの拠点か

ら離れたエリアに暮らす市民にとっても、身近なカクヤス店舗で不要品を手放せるようになります。 

 

■背景：高まるごみ問題とリユースの必要性 

環境省の 3 月 27 日に出した最新データ(*1)によると、ごみ焼却に投じられる税金は年間約 2 兆 4,489

億円、国民一人当たりの処理単価は 19,700 円（平成 27 年度以降は概ね増加傾向）にのぼります。全国

約 67%の自治体が家庭ごみの有料化を導入しており、ごみを減らす重要性はかつてないほど高まってい

ます。 

ジモティーではごみ減量を目的に「ジモティースポット」の出店を拡大（横浜市内 2 店舗）しています

が、徒歩圏外の市民にとっては、持ち込みのハードルは一定存在している状態でした。 

 



 

■ 取り組み概要：「ジモティースポットミニ」の設置 

なんでも酒やカクヤスの横浜市内 2 店舗に「ジモティースポットミニ」を設置し、不要品の回収拠点を大

幅に拡充します。持ち込まれた不要品は、各店舗でスムーズに受付可能な独自の仕組みを利用し、既存の

酒類配送の戻り便等（自社物流網）を活用して効率的にジモティースポットへ移送、リユース品として販

売されます。 

 

 

■両社の強みと連携の意義 

ジモティーは月間約 1,000 万人が利用するプラットフォームと、官民連携のリユース拠点「ジモティー

スポット」の運営ノウハウを持ち、幅広いものを再流通させることを強みとしています。一方、カクヤス

は地域住民の生活導線上に位置する店舗網と、自社物流センターを核にした効率的な集配送ネットワーク

を強みとしています。両社の強みが組み合わさることで、これまで捨てられがちだった「まだ使えるも

の」を、身近な場所で手放し、次の使い手へとつなぐ新たなリユースの仕組みが実現します。 

 

■サービス詳細 

サービス名 ジモティースポットミニ 

実施期間      2026 年 4 月 28 日（火）～7 月 31 日（金）     〔期間限定〕 

対象店舗 

以下、横浜市内の 2 店舗 

・なんでも酒やカクヤス 東神奈川店（神奈川県横浜市神奈川区反町 2-16-2） 

・なんでも酒やカクヤス 保土ヶ谷店（神奈川県横浜市保土ケ谷区西久保町 102） 



 

受付時間 東神奈川店：10:00~21:00 ／ 保土ヶ谷店：10:00~22:00 

持ち込み対象品 

小型家電、衣類、レジャー用品、服飾品、おもちゃ、生活雑貨、食器 など 

✓   組み立て時の 3 辺合計の長さが 180cm 以内のモノ 

✓   リユースできる状態のモノ（破損・目立つ汚れ・臭いがあるモノ、解体されている

モノ、動作しない家電製品等はお持ち込みいただけません） 

✓   公式ページの「持ち込めないモノ」に該当しない品目 

 

お持ち込みルールの詳細は、以下の公式ページでご確認ください。 

https://jmty.jp/about/jmtyspot_yokohama 

持ち込み料金 無料 

 

■ 担当者コメント 

 

株式会社ジモティー 執行役員 小野 有美 

ジモティースポットは、これまでも多くの横浜市民に活用いただいていますが、『近くに

あれば持ち込むのに』というお声もいただいていました。まずは横浜市内 2 店舗からの

スタートですが、この取り組みを通じて手応えを確かめながら、対象店舗や連携先を広げ

ていきたいと考えています。今後も同様の持ち込みスポットを全国で増やし、日常生活の

ついでに不要品を手放せる環境を整えながら、『譲る』ことが『捨てる』よりも簡単な選

択肢になる社会の実現に向けて、引き続き取り組んでまいります。 

 

株式会社ひとまいる 執行役員 小林 智哉 

ジモティー様が展開する「ジモティースポット」の社会的意義に強く共感し、本実証を

開始する運びとなりました。まだ使えるモノを無駄にせず、リユースを通じて次に必要

とする人へつなぐことで、地域と環境に価値をもたらす取り組みを進めてまいります。

この取り組みを通じて手応えを確かめながら、対象店舗の拡大や市民の方の自宅に引き

取りに行くことも考えていきたいです。 

ジモティー様とともに、地域社会に寄り添った「スポット」を創出していきます。 

 

 

■ 今後の展開 

https://jmty.jp/about/jmtyspot_yokohama


 

今回の取り組みを実証実験と位置づけ、効果や課題を検証しながら、対象店舗・エリア・連携先の拡大を

図っていきます。今後も自治体や事業者との連携を強化し、リユースが当たり前の社会インフラを整備し

てまいります。回収スポットの取り組みに関心のある事業者様からのお問い合わせをお待ちしておりま

す。 

連携に関する 

お問い合わせ 

jmty-spot-biz@jmty.jp 

 

(*1)環境省：「一般廃棄物処理事業実態調査の結果（令和６年度）について」より 

 

 

【本件に関する報道関係者向けお問い合わせ先】 

会社名 株式会社ジモティー 

担当部署 広報担当 木下 

メール press@jmty.co.jp 

 


